
品種と技術、その後 . .

食味コンクール金賞続出の水稲品種「にこまる」

 【「にこまる」の現在】
　「にこまる」は2005年に長崎県で奨励品種に採用
され、普及が始まりました。その後、大分県、静岡
県、愛媛県、高知県で奨励品種や認定品種に採用さ
れ、2014年の普及面積は10,000haに近いと推定され
ます。表1の上段が品種登録時の特性データにあた
り、ヒノヒカリに比べ優れた玄米品質を持ち、やや
多収です。食味はヒノヒカリと差がありません。表
１の下段が最近5ヶ年のデータで、「にこまる」の出
穂期は登録時に比べやや遅くなっています。一方、
近年頻発する高温年の影響もあり、登熟期間が短縮
されています。そのため、最近の収量は登録前に及
びません。しかし、ヒノヒカリの方が高温登熟の影
響がよりシビアなため、「にこまる」の収量はヒノ
ヒカリ比117%とかなりの多収になっています。

 【極良食味の証明】
　米・食味分析鑑定コンクールは個人農家が出品す
る日本最大規模のコンクールです。2014年で16回目
になりましたが、出品数は4,000を超えています。栽
培実績の長いコシヒカリが金賞を席巻する中、2010
年に高知県四万十町の「にこまる」が品種登録後わ
ずか数年で金賞を獲得しました。以降、金賞あるい
は特別優秀賞の受賞数は着実に増えています（写
真、表２）。2014年の都道府県部門の両賞の受賞数
は15で、関東から九州に及びます。「にこまる」の
栽培可能な都府県の半数近くになります。このコン
クールの1次審査は食味計による判定のため、「に
こまる」のタンパク質含有率の比較的低い特性が
有利に働いた可能性はあるものの、「にこまる」の
極良食味性は揺るがないものと思われます。高知県
四万十町の他、高知県本山町、福岡県みやま市など
で金賞を受賞した生産者を取りまとめている米穀店
や団体によりプレミアムな「にこまる」産地が形成
され、高値で取引されています。
 
 【「にこまる」の改良】
　「にこまる」の葉いもち圃場抵抗性は表1にある
ようにヒノヒカリと同程度で強くなく、また他の病
虫害に対する耐性も不十分です。そこで、DNAマー
カー選抜を活用して九州で問題になっているトビイ
ロウンカや縞葉枯病に対する抵抗性遺伝子の導入を
図っています。さらに、高温登熟耐性のさらなる強
化や、低コスト生産を想定した直播栽培条件下での
耐倒伏性の付与などを視野に入れた育種を進めてい
ます。
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写真　福岡県みやま市で販売されている金賞
 受賞の「にこまる」
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